
[bookmark: _GoBack]訪問型サービスＣ業務（リハビリテーション専門職）委託仕様書資料1－2




１．実施期間
令和４年４月１日から令和５年３月３１日までとする。

２．対象者
　　下記のすべてに該当する者とする。
（１）65歳以上の総合事業対象者、要支援１・要支援２該当者。
（２）リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）、保健師、栄養士による生活指導や助言により、生活機能の向上・病気の重症化予防、低栄養予防につながること等が見込まれ、介護予防につながる者。
（３）サービス実施により、自立または介護予防・生活支援サービス事業や一般介護予防事業などの社会参加につながることが見込まれる者。
※ただし、訪問型サービスC利用期間内に要介護認定され、申請日に遡り対象者でなくなり、訪問型サービスCの利用があっても問題ないものとする。要介護認定の被保険者証受取以降は、訪問型サービスCの利用を中止するものとする。

３．実施体制
　　本事業を円滑に進めるため、松江市は以下の体制を確保する。
（１）高齢者の身体特性に合わせた適切な指導等が実施できる訪問リハビリテーション専門職（以下「リハビリテーション専門職」という。）理学療法士、作業療法士、言語聴覚士を確保する。
（２）市の保健師及び管理栄養士、リハビリテーション専門職等と連携する他、訪問指導の質を維持・向上させるための体制を確保する。

４．業務実施場所
　　リハビリテーション指導が必要な対象者（以下「対象者」という。）の自宅等

５．業務内容
（１）対象者の自宅等で開催されるサービス担当者会議に出席すること。
（２）対象者の自宅等への訪問によるリハビリテーション指導を、対象者１人につき原則１か月の期間あたり月２回（リハビリテーション指導開始４週間は４回まで）実施すること。ただし、不在等、面会できない場合の実施回数減、及び複数回の指導が必要な場合の実施回数増は協議により可能とする。
　　初回の訪問日から３か月間、訪問指導を実施。
（３）リハビリテーション専門職は、対象者への介入前後で対象者の生活状況（ADL・IDL）及び身体機能の評価を行い、対象者の身体状況や疾病等（以下、「身体の状況等」という。）を的確に把握し、リハビリテーション指導及び環境調整等での福祉用具の提案等の助言を行う。また、終了時には対象者及び介護支援専門員に今後必要なフォロー等の指導・助言を行う。
＜帳票＞
■リハビリテーション指導対象者　アセスメント・評価票
（４）リハビリテーション専門職は、２回目以降の訪問の際には、対象者の身体の状況等の経過に合わせた指導を行い、目標に対する行動計画の順守状況を確認・評価すること。
＜帳票＞
■リハビリテーション指導対象者　訪問指導記録・経過記録
（５）リハビリテーション指導では１回の訪問ごとに記録表を作成し、各月ごとに業務完了報告書を作成すること。
　　＜帳票＞
　　■訪問型サービスＣ業務委託業務完了報告書
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７．実績報告
受注者は、毎月の委託業務を完了したときは、翌月１０日までに実績報告書を松江市に提出すること。ただし、３月分の報告書は令和５年３月３１日までに提出すること。



